



































































































































































































日本 16.6 14.3 13.7 14.2 13.8 14.2 12.4 
イギリス 8.0 7.5 7.0 7.0 6.5 7.4 6.0 
アメリカ 8.6 7.2 7.3 6.4 6.8 6.8 ― 
ドイツ 13.1 10.5 10.5 9.7 8.9 9.6 8.4 
フランス 9.8 8.5 9.8 8.3 8.1 9.5 7.9 
イタリア ― 11.9 11.9 12.0 12.0 ― ― 
オランダ 7.3 6.1 6.1 5.9 5.2 5.9 5.1 
オーストラリア 6.9 5.3 5.3 5.4 5.3 5.1 4.7 
ニュージーランド 5.0 3.9 4.0 3.9 3.6 3.4 3.4 
注：Tは大正、Sは昭和の略である。 
















                                                  
13 和田典子、2006 年、「大阪児童愛護連盟の機関誌『子供の世紀』について―創刊・終刊を







































































































































表 2 第 1 期（第 1 回～第 6 回）審査主任一覧 
第 1回 不明 
第 2回 前内務省衛生局技師／医学士 宇上英夫 
第 3回 医学博士 内村良二、鎮目専之助 
第 4回 医学博士 鎮目専之助 
第 5回 医学博士 鎮目専之助、中鉢不二郎 
第 6回 医学博士 小山武夫、中鉢不二郎 
『子供の世紀』第 3巻第 11 号、第 4巻第 7号、第 5巻第 9号、第 10 巻第 5号、第 11 巻第








 第 2 回目の審査会における審査主任は、前内務省衛生局技師で医学士の宇上英夫であっ
た。しかし、この人物を詳細に示している資料や論文、新聞記事等が現時点では存在しな
かったため、略歴を述べることはできない。 
 第 3 回目の審査会では、鎮目専之助と内村良二という 2 名の医学博士が審査主任として
携わっており、「午前の審査主任は鎮目博士であつて午後は内村博士であつた」25という。 
 午前の担当の鎮目専之助は、東京帝国大学を卒業したのち慶應義塾大学の小児科へ入室
し、助教授として勤務していた人物である。鎮目は続けて第 4 回、第 5 回の審査会におい
ても審査主任として携わっている。 
 午後の担当の内村良二は、鎮目と同じく東京帝国大学を卒業後慶應義塾大学の小児科に
                                                  
23 1931 年 10 月 10 日読売新聞（東京）朝刊 p.5「[広告]錠剤わかもと／栄養と育児の会」 
24 同上 


































































表 3 第 1 期の審査会における予定受付人数と実際の参加人数 
  予定人数 参加人数
第 1回 2000 人 不明 
第 2回 2500 人 2185 人 
第 3回 2500 人 2062 人 
第 4回 2500 人 2706 人 
第 5 回 2500 人 2600 余名
第 6回 3000 人 不明 
『子供の世紀』第 3巻第 11 号、第 4巻第 7号、第 5巻第 9号、第 10 巻第 5号、第 11 巻第








また、第 2 回目及び第 3 回目の審査会に限り、審査会参加者の住居や母親の年齢などを
表にした資料が『子供の世紀』第 4巻第 8号、第 5巻第 11 号に掲載されており、参加者の
地域分布が確認できるので次に紹介するが、今回は第 2 回目の審査会における参加者の地
域分布を例としてひとつ取り上げ、表 4にまとめた。 
 当時東京市は 15 区で、審査会の会場が日本橋区の三越呉服店であったため、同市内から
の参加者がの半数以上を占めており、1192 人であった。また、府下と呼ばれた東京市以外




























表 4 第 2 回審査会の参加者の地域分布 
神田区 140 荏原郡 290 
日本橋区 125 豊多摩郡 271 
浅草区 115 北豊島郡 228 
芝区 114 南葛飾郡 80 
下谷区 112 南足立郡 16 
本所区 90 北多摩郡 10 





京橋区 65 神奈川県 26 
麻布区 62 横浜市 25 
牛込区 53 千葉県 23 
深川区 52 埼玉県 20 
麹町区 43 茨城県 1 
赤坂区 37 長野県 1 
市内 
1192 
四谷区 17 山梨県 1 
   静岡県 1 
   
他府県99
新潟県 1 
   総計  2185(2190) 












                                                  













































































































表 5 第 1 期審査会における参加者と表彰者 
入選児 
 参加者数 
最優良児 優良児 佳良児 合計 
第1回 不明 実施せず 同左 同左 同左 
第2回 2185人 ― 221人(10％) 590人(27％) 811人(37％) 
第3回 2062人 ― 449人(21％) 1024人(49％) 1473人(71％) 
第4回 2706人 127人(4％) 287人(10％) 521人(19％) 935人(34％) 
第5回 2500余名 ― 400人(16％) 300人(12％) 700人(28％) 
第6回 不明 241人 259人 501人 1001人 
『子供の世紀』第 4巻第 8号 p.13、第 5巻第 11 号 pp.36-37、第 10 巻第 9号 p.70、第 11
巻第 8号 p.9、第 11 巻第 10 号 p.74、第 12 巻第 12 号口絵、東京朝日新聞 1934 年 10 月 27
日朝刊 p.5 より作成。 
                                                  













定）日時、表彰式開催場所をまとめると表 6 のようになる。第 2 回目以降から表彰式が行




表 6 第 1 期における各審査会の日時・表彰式挙行日・場所 
 審査会日時 表彰式日時 表彰式会場 
第1回 1925（大正14）年10月15日～17日 ― ― 
第2回 1926（大正15）年7月1日から5日間 同年8月1日 三越ギャラリー 
第3回 1927（昭和2）年9月12日～16日 同年10月17日 東京三越のホール 
第4回 1932（昭和5）年6月6日～10日 同年7月31日 東京上野松坂屋 
第5回 1933（昭和8）年6月23日～28日 同年9月中 東京日本橋区室町三越 
第6回 1934（昭和9）年6月19日～23日 同年9月中 東京日本橋区通町高島屋 
『子供の世紀』第 3 巻第 11 号 p.29、第 4 巻第 7 号 p.48、第 4 巻第 8 号 p.52、第 5 巻第 9















                                                  
34 1926 年、「東京審査会表彰式」、『子供の世紀』、第 4巻第 8号、p.52 
35 1933 年、「第五回全東京乳幼児審査会表彰式―九月二日・東京三越ホールに於いて―」、
『子供の世紀』、第 11 巻第 10 号、口絵 





















































































































During	 Japan’s	 Taisho	 period	 （1912‒1926）,	 the	 high	 infant	 mortality	 rate	 was	
acknowledged	as	a	social	problem,	and	came	to	be	regarded	as	one	of	the	most	important	
challenges	 relating	 to	 children.	 Although	 infant	 mortality	 rates	 were	 closely	 related	 to	
poverty	 and	 poor	 hygiene,	 the	 most	 significant	 factor	 was	 thought	 to	 be	 the	 fact	 that	
parents,	and	citizens	at	large,	were	not	adequately	versed	in	the	basic	knowledge	required	
for	parenting	such	as	that	relating	to	hygiene,	disease,	and	nutrition.
Launched	 against	 this	 background,	 the	 Children’s	 Protection	 Association	 of	 Osaka	
undertook	a	variety	of	children-focused	initiatives.	One	of	these	was	the	Babies	Screening	
Board,	an	awareness	campaign	that	invited	children	under	two	years	of	age	（and	their	
parents）	 for	 physical	measurements	 and	medical	 examinations,	 seeking	 additionally	 to	
serve	 as	 an	 opportunity	 for	 stimulating	 citizens’	 interest	 in	 parenting	 and	 to	 promote	
parenting	skills	through	the	involvement	of	a	variety	of	experts.	To	consider	how	people	
were	 educated	 about	 parenting,	 how	 such	knowledge	was	 disseminated,	 as	well	 as	 the	
nature	of	the	role	of	the	organization,	the	present	study	clarified	the	nature	of	the	Tokyo	
Babies	Screening	Board	by	drawing	primarily	on	the	organization’s	in-house	newsletter,	
The Century of Children.
Keywords:	 infant	 mortality	 rate,	 child	 welfare,	 The Century of Children,	 the	 Babies	
Screening	Board	of	Tokyo
A Study of the Historical Role of the  
Babies Screening Board from the Late  
Taisho through Postwar Periods
MOTEGI,	Megumi
